
三
論
宗
に
お
け
る
仏
法
の
真
実
義
に
つ
い
て

品

益口

彦

岡

三論家における仏法の真実義について

仏
法
の
真
実
義
は
経
・
論
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
に
説
か
れ
る
が
、
『
中
論
』
や
三
論
宗
に
お
い
て
真
理
は
、
不
生
不
滅
等
の
「
八

不
」
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
な
か
で
も
三
論
宗
の
吉
蔵
(
五
四
九
i
六
二
三
年
)
に
よ
る
と
、
大
乗
仏
教
の
主
要
な
経
典
に
説

か
れ
る
甚
深
の
仏
法
は
、
す
べ
て
不
生
不
滅
等
の
八
不
が
展
開
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
。

第
一
章

『
中
論
』
の
八
不
と
三
論
宗
の
八
不
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『
中
諭
』
に
お
い
て
八
不
は
第
一
章
(
観
因
縁
品
)
の
目
頭
に
掲
げ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
内
容
は
『
中
論
』
の
全
篇
に
わ

た
っ
て
広
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
『
中
論
』
に
お
い
て
八
不
は
「
空
性
L

と
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
て
、
八
不
は
「
空
性
L

の
論
理

的
説
明
線
拠
に
な
っ
て
い
る
。

三
論
宗
は
『
中
諭
』
の
思
想
を
継
承
し
て
い
る
か
ら
、

八
不
は
空
性
を
説
明
す
る
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
三
論
宗
は
梁

の
三
大
法
仰
の
「
定
性
の
空
」
を
否
定
し
、
「
不
二
中
道
」
や
「
非
有
非
無
の
不
二
」
を
仏
法
の
真
理
を
あ
ら
わ
す
用
語
と
し
て
用

い
て
い
る
。
そ
の
教
義
の
中
で
、
八
一
小
は
「
不
二
中
道
」
や
「
非
有
非
無
の
不
一
一
」
を
論
証
す
る
根
拠
と
さ
れ
る
。
一
ニ
諭
宗
に
お
い

て
八
不
は
「
不
二
中
道
」
や
「
非
有
非
無
の
不
二
」
と
よ
り
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
第
一
章
に
お
い
て
は
、
『
中
論
』
と
三
論
宗
に
お
け
る
、
八
不
・
空
性
・
不
二
の
教
義
内
容
や
相
互
関



係
を
考
察
す
る
。八

不
を
論
じ
る
意
義

鳩
摩
羅
什
訳
の
『
中
論
』
第
一
章
に
お
い
て
、

八
不
備
は
次
の
よ
う
に
漢
訳
さ
れ
て
い
る
。

不
生
亦
不
滅

不
常
亦
不
断

三論宗における仏法の真実義について

我レ能タ不
稽説キ一
首ν主亦

テ Aιノ τZご

種ス恩長
悌， F'

(
大
正
三
0
・
一
中
お
よ
び
下
)
(
『
中
論
』
巻
二

諸普:タ不
税減ス来
中主亦
第 :Eノ不

ーす寵， fH

党
文
で
み
る
と
こ
の
二
備
は
互
い
に
独
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
不
生
不
滅
・
不
常
不
断
・
不
一
不
異
・
不
来
不
出
」
と
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い
う
八
不
は
、
第
二
偽
の
「
善
滅
諸
戯
論
」
と
い
う
第
二
句
と
共
に
、
「
因
縁
」
に
か
か
る
修
飾
辞
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
八
不
に
つ
い
て
『
中
論
』
の
註
釈
者
で
あ
る
青
目
は
次
の
よ
う
な
説
明
を
付
し
て
い
る
。
修
行
が
進
ん
で
、
仏
教
の
深
法
を

受
け
る
能
力
を
持
つ
者
に
対
し
て
、
，
仏
は
「
一
切
法
は
不
生
・
不
滅
・
不
一
・
不
異
等
(
八
不
)
で
あ
る
」
と
い
う
悶
縁
の
相
を
説

か
れ
た
。
こ
れ
は
一
切
法
が
「
畢
寛
空
L

で
あ
り
寸
無
所
有
L

で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
、
と
。

ニ

シ

リ

テ

エ

ル

タ

ル

ニ

ヲ

ノ

テ

ヲ

ケ

リ

J

矯
下
己
習
行
有
=
大
心
-
堪
ν
受
ニ
深
法
唱
者
日
以
二
大
乗
法
-
説
ニ
因
縁
相
。
所
謂
一
切
法
不
生
・
不
滅
・
不
一
・
不
異
等
。
畢
寛

ナ
ル
ヲ

空
・
無
所
有
」

(
大
正
三
0
・
一
中
)
(
『
中
論
』
巻
一
)

『
中
論
』
に
お
い
て
八
不
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
「
畢
寛
空
」
は
、
諸
法
の
真
実
の
姿
を
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
「
無
所
有
・
無
所

得
L

は
仏
教
者
の
目
指
す
べ
き
境
地
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
三
論
宗
の
吉
蔵
は
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
本
に
お
い
て
「
八
不
の
意
義
」
を
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

シ

レ

ユ

シ

テ

ナ

ザ

メ

ヲ

ス

ヲ

ヘ

バ

ニ

チ

ノ

タ

シ

テ

シ

-

-

デ

グ

レ

パ

八
不
者
蓋
是
正
観
之
旨
蹄
。
方
等
之
心

M

(

日
。
{
足
エ
悌
法
之
偏
正
一
示
-
-
得
失
之
根
原
寸
迷
v
之
即
八
商
法
城
冥
。
若
ニ
夜
遊
一
悟
ν



ヲ

チ

ハ

シ

ス

ル

d

H

d

-

之
即
十
二
部
経
知
v
針
ニ
白
日
一

「
正
観
の
旨
帰
」
は
無
上
・
無
想
の
知
口
慧
が
お
も
む
く
所
を
意
味
し
て
お
り
、
仏
法
の
真
理
は
す
べ
て
「
八
不
」
に
含
ま
れ
て
い

(
大
正
四
二
・
二

O
中
)
(
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
本
)

て
、
八
不
か
ら
仏
法
の
あ
ら
ゆ
る
教
義
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
方
等
の
心
骨
」
と
は
、
「
八
不
」
が
大
乗
仏
教
の

中
核
概
念
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
「
仏
法
の
偏
正
を
定
め
る
」
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
仏
教
者
逮
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
仏

法
の
偏
・
正
が
、
「
八
不
」
に
よ
っ
て
判
別
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
「
得
失
の
根
原
」
は
、
八
不
と
い
う
「
仮
説
L

を
正
し
く
理
解
す
る
か
ど
う
か
が
、
迷
悟
の
分
か
れ
目
に
な
る
と
説
い
て
い
る
。

三諭宗における仏訟の1~実維について

こ
こ
で
吉
蔵
は
八
不
を
衆
生
済
度
の
側
面
か
ら
従
え
て
い
る
。
「
正
観
の
旨
帰
」
と
い
い
、
「
方
等
の
心
骨
」
と
い
い
、
ま
た
「
仏

法
の
偏
正
を
定
め
る
」
と
は
、
仏
・
如
米
が
教
え
を
説
く
「
教
の
体
L

と
な
る
も
の
で
、
古
臓
は
八
不
を
「
教
法
」
の
観
点
か
ら
把

捉
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
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三
論
宗
は
陪
・
初
府
の
仏
教
で
あ
り
、
南
北
朝
時
代
の
旧
仏
教
を
、
有
所
得
の
仏
教
と
み
な
し
て
破
斥
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
「
八
不
」
と
い
う
概
念
を
活
問
し
よ
う
と
し
た
。
三
論
家
は
思
想
の
改
革
を
目
論
ん
で
い
て
、
対
論
の
相
手
は

「
成
実
論
師
」
に
代
表
さ
れ
る
中
国
の
川
い
仏
教
で
あ
っ
た
。
梁
の
三
大
法
師
と
い
わ
れ
る
荘
厳
寺
僧
受
(
四
六
七
1
五
二
七
)
・

光
宅
寺
法
雲
(
四
六
七
i
五
二
九
)
・
開
善
寺
智
蔵
(
四
五
八
i
五
二
二
)
等
は
「
成
実
論
師
」
と
も
呼
ば
れ
、
『
成
実
論
』
を
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
た
有
所
得
の
思
想
を
抱
い
て
い
た
と
さ
れ
る
。

『
中
論
』
に
お
い
て
八
不
が
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
る
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
古
蔵
は
「
有
所
得
」
の
思
想
を
洗
浄
す
る
こ
と
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
諸
法
を
対
立
的
な
「
二
」
と
み
る
考
え
方
を
「
有
所
得
」
と
い
い
、
諸
法
が
相
互
依
存
し
て
い
て
「
不
一
一
」
で

あ
る
と
み
る
思
想
を
「
無
所
得
」
と
い
う
。
こ
の
考
え
方
は
『
大
品
般
若
経
』
巻
二
十
一
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

シ

テ

ニ

ザ

ク

ン

ガ

ケ

ト

ン

グ

ク

ヤ

ト

須
菩
提
臼
ν
悌
言
。
世
尊
。
云
何
名
ニ
有
所
得
」
云
何
名
=
無
所
得
」

グ

ニ

ノ

ル

ハ

レ

ナ

リ

キ

ル

コ

ト

ハ

レ

十

リ

悌
告
ニ
須
菩
提
一
諸
有
ν
二
者
是
有
所
得
。
無
v
有
ν

二
者
日
疋
無
所
得
。



(
大
正
八
・
三
七
三
下
1
三
七
四
上
)
(
『
大
品
般
若
経
』
巻
一
一
一
)

三論家における仏法の真実畿について

吉
蔵
に
よ
る
と
、
三
論
宗
が
興
る
以
前
の
中
国
仏
教
は
、
毘
曇
宗
も
、
成
実
宗
も
、
大
乗
の
一
部
も
諸
法
を
コ
一
」
と
み
る
有
所

得
の
思
想
で
あ
っ
て
、
「
中
道
の
正
観
」
と
い
う
無
所
得
の
境
地
に
達
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ハ

ル

ニ

シ

タ

ハ

ノ

ぜ

キ

ノ

ノ

ハ

ナ

レ

所
ニ
以
然
一
者
。
為
ニ
三
論
未
出
之
前
。
若
毘
曇
・
成
賓
・
有
所
得
大
乗
。
及
縛
師
・
律
師
・
行
道
・
苦
節
。
知
v
此
之
入
管
是

ノ

ナ

ル

グ

7

ヲ

有
所
得
生
滅
断
常
(
八
迷
)
寸
陣
=
中
道
正
観
寸
(
大
正
四
二
・
三
一
上
)
(
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
末
)

こ
こ
に
い
う
「
有
所
得
」
の
人
に
は
、
禅
師
・
律
師
・
行
道
・
苦
節
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
禅
師
と
は
「
心
の
乱
を
息
め
静
を

求
め
る
」
も
の
を
い
う
。
こ
の
禅
師
が
な
ぜ
有
所
得
の
人
か
と
い
え
ば
、
ひ
た
す
ら
「
禅
」
の
境
地
を
求
め
る
た
め
に
「
禅
」
に
執

着
す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
行
道
」
の
人
と
は
、
ひ
た
す
ら
「
非
道
を
棄
て
て
正
道
を
求
め
ん
と
欲
す
る
人
」
で
あ
っ
て
、
「
道
」
に
縛

ら
れ
「
道
」
に
執
着
す
る
か
ら
「
有
所
得
人
」
で
あ
る
。
同
様
に
律
師
は
「
威
儀
を
欠
か
ず
浄
戒
を
守
護
す
る
L

た
め
に
、
「
律
」

に
縛
ら
れ
「
律
」
に
執
着
す
る
。
こ
れ
ら
の
ひ
と
び
と
は
す
べ
て
「
有
所
得
人
」
で
あ
っ
て
、
三
諭
未
出
の
前
の
「
有
所
得
」
の
仏

法
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
ら
も
三
論
教
義
を
学
ぴ
修
し
、
自
ら
の
「
有
所
得
」
を
破
し
、
「
無
所
得
」
を
得
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
諸
法
実
相
の
体
を
悟
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
「
無
得
正
観
・
中
道
正
観
L

と
は
、
有
所
得
を
破
し
て
無
所
得
を
得
る
た
め
の
正
し
い
観
法
の
こ
と
で
あ
り
、
空
性

と
い
う
実
相
を
悟
る
こ
と
と
、
「
有
と
無
の
相
即
」
と
い
う
仏
法
の
「
大
用
L

を
悟
る
こ
と
を
具
体
的
な
内
容
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
吉
蔵
は
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
本
に
お
い
て
、
『
維
摩
詰
所
説
経
』
を
引
用
し
な
が
ら
、
八
不
の
意
義
を
別
の
角
度
か
ら

論
じ
る
。
仏
法
を
極
め
た
仏
・
知
来
は
、
般
若
と
方
便
の
三
一
慧
」
に
基
づ
い
て
生
ず
る
。
ま
た
、
二
慧
は
世
俗
諦
・
勝
義
諦
と
い

う
コ
一
諦
L

に
よ
っ
て
発
生
す
る
。
さ
ら
に
二
諦
は
「
八
不
」
に
よ
っ
て
有
所
得
の
二
諦
か
ら
、
無
所
得
の
二
諦
に
転
換
す
る
。
換

言
す
る
と
、
「
八
不
↓
ニ
諦
↓
二
慧
↓
衆
聖
」
の
関
係
が
成
立
し
、
「
八
不
」
は
諸
仏
・
法
身
を
生
み
だ
す
根
源
に
な
っ
て
い
る
。

ト

ト

ヲ

バ

ス

ト

テ

ナ

リ

ハ

シ

テ

ニ

ズ

ル

ヲ

ハ

テ

ニ

リ

ハ

テ

波
若
(
般
若
)
方
便
筋
三
十
方
三
世
諸
働
法
身
之
父
母
-
也
。
以
下
衆
聖
託
ニ
二
慈
-
而
生
日
二
慈
由
ニ
二
諦
-
而
穫
。
二
諦
因
=
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-

-

十

リ

ニ

リ

買

ハ

リ

ニ

シ

テ

八
不
-
而
正
。
即
知
。
八
不
協
ニ
衆
教
之
宗
締
群
型
之
原
本
斗

(
大
正
凶
ニ
・
二
O
中
)
(
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
本
)

二
諦
は
仏
・
如
来
が
法
を
説
く
「
教
法
」
の
体
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
境
(
所
照
)
」
と
も
名
づ
け
ら
れ
る
。
二
諦
は
二
惑
に
よ
っ

一
方
、
二
慧
は
実
相
を
照
ら
し
出
す
「
能
閉
じ
で
あ
る
。
こ

て
照
ら
さ
れ
る
「
境
」
で
あ
り
、
境
は
「
実
相
」
を
意
味
し
て
い
る
。

の
よ
う
に
、
二
諦
は
「
教
法
」
と
い
う
役
割
の
ほ
か
に
「
実
相
」
と
い
う
意
義
を
も
担
っ
て
い
る
。

ニ

テ

ニ

タ

ヲ

-

-

宇

ヤ

ト

タ

ズ

ル

ヲ

ニ

ヲ

タ

ト

如
来
常
依
ニ
二
諭
-
説
ν
法
。
故
二
諭
名
ν
教
。
能
生
二
二
知
H
-

故
二
諦
名
v
域。

(
大
正
四
五
・
五
五
中
)
(
『
大
乗
玄
論
』
巻
四
)

成
実
論
師
連
の
有
所
得
の
二
諦
は
「
八
不
」
に
よ
っ
て
無
所
得
の
二
諦
に
転
換
す
る
。
二
辺
に
し
ば
ら
れ
て
い
た
こ
締
が
、

八
不

三日l昔宗における仏i去の真実義いついて

に
よ
っ
て
中
道
の
二
諦
に
転
向
す
る
、
と
い
う
の
が
吉
蔵
の
教
え
で
あ
る
。

ル

グ

ニ

ニ

ノ

ズ

レ

バ

ヲ

チ

ノ

ハ

ナ

リ

ル

d
H

ニ

ニ

ノ

ズ

レ

パ

ヲ

由
-
八
不
-
故
世
諦
成
ニ
中
道
一
即
位
諦
義
正
。
由
ニ
八
不
-
故
虞
諦
成
二
中
道
一

チ

ノ

ハ

ナ

リ

即
填
諦
義
正
。

{
大
正
四
二
・
二
二
中
)
(
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
本
)
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三
論
宗
に
お
い
て
「
八
不
」
は
格
別
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

八
不
・
空
性
・
中
道
の
関
係

八
不
と
塑
性
と
中
道
の
怠
味
内
容
は
、
『
中
諭
』
と
三
諭
宗
と
の
間
で
い
く
ぶ
ん
異
な
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
『
中
諭
』
の
主
張
は
明
快
で
あ
る
が
、
三
論
宗
の
主
張
は
複
線
的
・
重
層
的
で
あ
る
。
ま
ず
『
中
論
』
の
考
え
方
を

考
察
し
て
み
た
い
。

『
中
諭
』
の
帰
敬
備
に
お
い
て
、
「
不
生
不
滅
等
の
八
不
」
は
あ
ら
ゆ
る
二
辺
を
離
れ
て
い
る
こ
と
意
味
し
、
こ
れ
は
「
因
縁
」

に
対
す
る
修
飾
辞
で
あ
っ
た
。
凶
縁
と
は
諸
法
が
仮
に
和
合
し
て
相
続
す
る
こ
と
を
い
い
、
仮
に
和
合
し
て
相
続
す
る
諸
法
に
白
性

と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
。
諸
法
に
自
性
の
な
い
こ
と
を
「
無
自
性
」
と
も
「
空
性
」
と
も
い
う
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
二
辺
を
離



れ
て
い
る
こ
と
は
「
中
道
」
と
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
中
論
』
に
お
い
て
八
不
・
因
縁
・
無
自
性
・
空
性
・
中
道
は
ほ
と

ん
ど
同
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
諸
法
と
い
わ
れ
る
現
象
世
界
の
真
実
の
様
相
を
言
葉
で
表
現
し
た
仮
説
で
あ
る
。

三
論
宗
に
お
い
て
「
八
不
」
は
真
理
な
の
か
教
法
な
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
三
論
宗
の
考
え
方
は
複
線

的
で
あ
る
。

三指宗における仏i去の奥実終について

仏
・
加
来
の
教
え
は
す
べ
て
理
性
を
言
葉
で
表
現
し
た
真
理
で
あ
っ
て
、
目
指
す
べ
き
方
向
を
指
し
示
す
「
教
法
」
で
あ
り
、
衆

生
を
理
性
に
向
か
わ
せ
る
は
た
ら
き
を
持
つ
。
三
論
宗
に
お
い
て
、
八
不
・
空
性
・
不
二
・
非
有
非
無
な
ど
の
金
言
は
、
真
理
で
あ

る
と
同
時
に
仏
の
教
法
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
点
で
三
論
宗
の
教
義
は
複
線
的
で
あ
る
。

八
不
が
「
教
の
体
」
で
あ
る
側
面
を
『
中
観
論
疏
』
巻
一
・
中
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

テ

ス

ル

ユ

'

チ

テ

ス

ノ

ト

ユ

シ

タ

シ

テ

，

ス

ノ

ノ

ヲ

就
v
牒
:
八
不
司
分
‘
為
二
三
別
一
第
一
正
牒
二
八
不
-
明
二
所
申
教
憧
斗
(
大
正
四
二
・
九
中
)
(
『
中
観
論
疏
』
巻
一
・
本
)

さ
ら
に
、
第
二
備
の
前
半
「
能
く
是
の
因
縁
を
と
き
、
普
く
諸
の
戯
論
を
減
す
」
は
、
八
不
に
つ
い
て
「
教
法
の
用
」
を
説
い
て

お
り
、
衆
生
を
悟
り
に
導
く
と
い
う
。
ま
た
、
「
我
れ
稽
首
し
て
礼
す
仏
を
諸
説
中
第
一
な
り
と
」
は
、
仏
陀
と
そ
の
教
え
を
讃
歎

す
る
も
の
で
あ
る
。

J

ハ

ズ

ノ

'

ノ

ハ

ヒ

ヲ

ム

ヲ

第
二
半
偽
歎
=
八
不
之
用
A

第
三
半
偽
敬
v
人
美
v
法

。

(

大

正

四

二

・

九

中

)

(

『

中

観

論

疏

』

巻

一

・

本

)

こ
の
よ
う
に
、
空
性
や
八
不
な
ど
と
表
現
さ
れ
た
金
一
言
は
、
理
性
の
一
分
を
示
す
真
理
で
あ
り
、
衆
生
を
理
性
に
導
く
「
教
の
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体
L

と
さ
れ
る
。

次
に
、
諸
仏
・
如
来
は
、
凡
夫
の
「
有
」
と
聖
人
の
「
空
」
を
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
「
有
は
不
有
」
で
あ
り
「
空
は
不
空
」
で

あ
る
と
い
う
「
非
有
非
無
の
不
二
」
を
説
く
。
こ
の
よ
う
な
「
因
縁
の
空
有
」
は
「
空
有
に
非
ざ
る
空
有
」
、
す
な
わ
ち
「
不
二
中

道

依テで
もあ
省ノモ
説ヶ

有ト

依
=
聖
無
-
説
ν
無。

無
表
ニ
不
無
。

此
則
有
無
二
。
表

サ

-

-

有
不
ν
住
v
有。

無
不
v
住
ν
無。

有
表
=
不
有
斗



非
有
非
無
不
二
ベ

/

ハ

チ

ザ

ル

二

十

リ

ニ

レ

パ

ザ

ル

ニ

ト

チ

ル

ナ

リ

ハ

ズ

ト

ニ

因
縁
空
有
。
即
非
ニ
空
有
-
空
有
。
既
識
下
非
ニ
空
有
-
空
有
V

即
陪
三
空
有
非
ニ
空
有
-
也
。 (

大
正
四
五
・
七
八
下
)
(
『
二
諦
義
』
巻
上
)

(
大
正
四
五
・
八
七
上
)
(
『
二
諦
義
』
巻
上
)

こ
の
よ
う
に
三
論
宗
は
「
非
有
非
無
の
不
二
」
や
「
不
二
巾
・
道
」
を
『
中
諭
』
の
「
畢
克
空
」
と
は
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
っ

た
教
義
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
言
語
を
越
え
た
境
地
を
。
こ
と
ば
。
で
表
現
す
る
中
核
思
想
と
さ
れ
る
。

三日命京における仏j去の兵'JO盤いついて

第
二
章

八
不
の
十
条
と
甚
深
の
仏
法

、

シ

レ

ニ

シ

テ

十

リ

士H
蔵
の
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
本
は
「
八
不
者
叢
是
正
槻
之
旨
蹄
。
ト
刀
等
之
心
骨
」
(
大
正
問
二
・
ニ

O
中
)
と
「
八
不
」
を
荘
厳

し
て
い
た
。
さ
ら
に
吉
蔵
は
「
八
不
の
十
条
」
を
論
じ
て
、
『
浬
繋
経
』
『
維
摩
経
』
『
法
華
経
』
『
華
厳
経
』
等
の
大
乗
経
典
に
説
か

れ
る
十
項
目
の
真
実
義
は
、
す
べ
て
「
不
生
不
滅
等
の
八
不
」
に
集
約
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

仏
教
の
究
極
的
な
真
理
は
共
通
し
て
い
て
、
吉
蔵
の
「
八
不
の
十
条
」
は
、
三
論
宗
の
立
場
か
ら
主
要
な
大
乗
経
典
の
教
え
を
、

「
八
不
」
と
い
う
ひ
と
つ
の
思
想
の
中
に
集
約
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
士
n
蔵
は
十
項
日
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て

詳
し
い
考
察
を
加
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
制
約
も
あ
り
、
「
浬
般
市
経
の
本
有
今
無
」
と
『
妙
法
蓮
華
経
』
と
「
維
摩
経
が
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い
う
入
不
二
の
法
門
」
の
三
項
目
に
つ
い
て
簡
略
に
考
え
て
み
た
い
。

「
浬
般
需
経
』
の
本
有
今
無
の
備
に
つ
い
て

『
浬
般
市
経
』
(
北
本
)
巻
十
の
第
四
章
(
如
来
性
品
)
の
中
に
、
世
尊
が
仏
性
常
住
に
関
し
て
文
殊
削
利
に
説
法
さ
れ
る
備
が
あ

る
。
吉
蔵
は
こ
の
一
偽
を
取
り
あ
げ
て
、
三
論
宗
に
お
け
る
甚
深
の
仏
法
を
述
べ
よ
う
と
す
る
。



Fシ本
有ル無

ト今
是ノ有
慮

本
有
今
無

ニ

リ

テ

三
世
有
v
法

こ
の
偏
の
一
般
的
な
意
味
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
前
半
の
二
句
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
仏
性
は
先
天
的
に
は
存
在
し
た
が
現
在
の

自
分
に
は
存
在
し
な
い
、
あ
る
い
は
、
も
と
も
と
は
な
か
っ
た
が
今
の
自
分
に
は
存
在
す
る
。
後
半
の
ニ
句
は
前
半
の
二
句
を
否
定

(
大
正
二
了
四
二
二
下
)
(
『
浬
繋
経
』
北
本
・
巻
一

O
)

三越宗における仏法の奥爽義について

し
て
、
仏
性
は
三
世
を
通
じ
て
い
か
な
る
衆
生
に
も
存
在
し
、
無
仏
性
と
い
う
主
張
は
成
立
し
得
な
い
、
と
述
べ
る
。

吉
蔵
は
こ
の
偽
文
も
ま
た
、
「
不
生
不
滅
等
の
八
不
」
に
集
約
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
ま
ず
偽
文
の
前
半
を
、
否
定
(
無
三
世
)

に
裏
付
け
ら
れ
た
肯
定
(
三
世
)
で
あ
る
と
み
る
。
こ
れ
は
無
生
滅
に
裏
付
け
ら
れ
た
生
滅
と
同
義
で
あ
る
。

ノ

ハ

チ

ノ

ノ

+

リ

ノ

ナ

レ

バ

チ

レ

ノ

ノ

ナ

リ

チ

ノ

ナ

リ

上
半
即
無
三
世
三
世
義
。
(
中
略
)
無
三
世
三
世
即
是
無
生
滅
生
滅
義
。
即
一
重
八
不
。

(
大
正
四
二
・
三

O
中
)
(
『
中
観
論
説
』
巻
二
・
末
)
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偽
文
の
後
半
は
、
肯
定
(
三
世
)
に
裏
付
け
ら
れ
た
否
定
釜
山
三
世
)
を
あ
ら
わ
し
て
い
て
、
「
有
」
と
「
空
」
と
を
超
え
た

「
非
有
非
空
」
の
八
不
に
相
当
す
る
と
い
う
。

J

ハ

ス

ノ

ヲ

チ

ノ

ナ

リ

チ

ノ

ナ

リ

下
半
明
ニ
三
世
無
三
世
寸
即
生
滅
無
生
滅
。
即
第
二
重
八
不
。

(
大
正
四
二
・
三

O
中
)
(
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
末
)

偏
文
全
体
と
し
て
は
、
「
無
三
世
の
三
世
」
と
い
い
、
「
三
世
の
無
三
世
」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
の
意
図
は
、
三
世
で
も

な
く
無
三
世
で
も
な
い
「
中
道
」
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
「
非
二
非
不
二
」
の
八
不
と
同
義
で
あ
り
、
無
所
得
の
正
観
を
説
い
て

い
る
。

ノ

ナ

レ

バ

ニ

レ

ナ

ラ

ン

ヤ

ノ

十

レ

智

-

-

レ

ナ

ラ

ン

ヤ

エ

ズ

ニ

ズ

ニ

無
三
世
三
世
宣
是
三
世
。
三
世
無
三
世
宣
是
無
三
世
。
故
非
ニ
三
世
-
非
ニ
無
三
世
4

ス

ト

チ

・

ノ

ナ

リ

鵠
=
正
観
4

即
第
三
重
八
不
。

ニ

ケ

テ

ス

ト

故
名
矯
ニ
中
道
ベ

シ

レ

パ

ノ

ヲ

ケ

テ

若
得
エ
此
悟
-
名

(
大
正
四
二
・
三

O
中
)
(
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
末
)

吉
蔵
は
『
浬
繋
経
』
の
「
本
有
今
無
」
の
偶
を
借
り
て
、
「
非
二
非
不
二
」
と
い
う
甚
深
の
仏
法
、
す
な
わ
ち
三
論
宗
に
お
け
る

「
無
所
得
の
正
観
」
を
説
い
て
い
る
。



『
妙
法
蓮
華
経
L

に
つ
い
て

次
に
『
巾
観
論
疏
』
巻
二
・
末
は
、
不
生
不
滅
等
の
八
不
と
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
共
に
「
空
性
」
と
い
う
真
瑚
を
明
か
す
こ
と
を

論
証
す
る
。
ま
ず
『
法
華
経
』

の
教
義
の
中
心
は
「
諸
法
・
空
」
に
あ
る
と
し
て
、
『
法
華
経
』
巻
三
の
第
五
章
(
薬
草
川
川
)
か
ら
次

の
二
つ
の
文
章
が
引
用
さ
れ
る
。

ニ

ノ

ニ

シ

テ

ニ

ス

ニ

究
寛
浬
繋
常
寂
滅
相
。
終
鯖
二
於
空
一

(
大
正
九
・
一
九
下
)
(
『
法
華
経
』
巻
一
二
)

三論宗における仏i去の奥実義について

放チ聞ィ復デ

無詰 F11
蚊ノ jよ・/住シ
光ヲ 2F V テ
ー ーヲ肩車ニ

度ス心得

出ノ大1f申
立ノ i飲通

弘喜1Fヲ

土

(
大
正
九
・
二

O
中
)
(
司
法
帯
経
』
巻
一
ニ
)
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『
法
事
経
』

の
空
性
は
、
横
に
「
八
事
」
を
趨
え
る
「
八
不
」
で
あ
り
、
墜
に
附
句
を
超
え
る
真
理
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
「
空
性
」
は
「
不
生
不
滅
等
の
八
不
」
に
他
な
ら
ず
、
共
に
仏
法
の
真
理
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

7

ノ

ハ

ン

ダ

レ

ナ

リ

ヤ

7

ニ

チ

ハ

エ

ヲ

ニ

チ

十

ス

ラ

ン

グ

守

ン

ヲ

イ

テ

シ

テ

ス

ノ

ミ

ト

ニ

ル

問
。
此
空
一
五
何
是
八
不
。
答
。
横
論
則
理
超
ニ
八
事
」
竪
則
四
句
皆
絶
。
不
v
知
。
何
以
目
ν
之
。
強
稀
為
ν

空
耳
。
故
知
。

ノ

hu

チ

レ

ナ

リ

此

空

即

是

八

不

。

(

大

正

四

二

・

三

O
下
)
(
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
末
)

経
典
や
論
書
は
衆
生
を
真
理
に
導
く
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
教
義
を
立
て
て
い
る
。
し
か
し
甚
深
の
仏
法
は
『
法
華
経
』
の
空
性
と

『

h
r
A
m

t
昌
宏

H
』

の
八
不
に
帰
着
す
る
。

『
維
摩
経
』
が
い
う
入
不
ニ
法
門
に
つ
い
て

不
生
不
滅
等
の
八
不
は
、
『
維
摩
経
』
の
「
入
不
二
法
門
」
と
同
じ
思
想
で
あ
り
、
共
に
仏
法
の
真
理
を
明
か
し
て
い
る
。
『
維
摩



経
』
に
お
い
て
、
「
二
」
は
生
・
滅
等
の
対
立
概
念
で
あ
り
、

る
。
そ
し
て
、

「
不
一
一
」
と
は
生
・
滅
の
対
立
概
念
を
超
越
し
た
「
無
生
法
忍
」
で
あ

こ
の
不
二
の
境
地
に
入
る
こ
と
を
「
人
不
二
」
と
称
す
る
。
『
維
摩
経
』
巻
中
の
第
九
章
(
入
不
二
法
門
品
)
に
次

の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

ヲ

ス

ト

ハ

ヨ

リ

ナ

リ

毛

チ

ナ

リ

レ

バ

J

，

生
滅
為
ν
二
。
法
本
不
生
。
今
則
無
滅
。
得
=
此
無
生
法
忍
斗

レ

ヲ

ス

ト

円
疋
為
二
人
不
二
法
門
4(

大
正
一
四
・
五
五
O
下
)
(
『
維
摩
経
』
巻
中
)

コ
一
」
と
「
不
一
一
」
と
を
超
越
し
た
思
想
を
説
く
の
で
あ
る
か
ら
、
不
生
不
滅
等
の
八
不
と
「
入
不
二
法
門
」
と
は
、
共
通
し
た

三論家における仏法の真実義について

同

即チの
l比J 教
八え
不，、で
是νあ
j手る
名J

入
不

法
門ナ

(
大
正
四
二
・
三
O
中
)
(
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
末
)

次
に
吉
蔵
は
、
『
維
摩
経
』
巻
中
の
第
九
章
に
説
か
れ
る
「
不
二
の
三
階
」
が
そ
の
ま
ま
「
八
不
の
三
階
」
に
当
て
は
ま
る
と
考

え
る
。
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
末
が
述
べ
る
「
不
二
の
三
階
」
の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
ひ
と
ぴ
と
は
言
葉
に
よ
っ

て
不
二
を
明
か
す
が
、
ま
だ
不
二
は
無
言
で
あ
る
と
は
論
じ
な
い
。

ノ

ニ

リ

テ

ス

ヲ

ニ

ハ

ノ

ハ

リ

テ

宇

ス

ヲ

ズ

ぜ

パ

ナ

リ

ト

彼
品
有
-
-
三
階
-
明
=
不
二
4

一
者
衆
人
仮
ν
言
明
=
不
二
一
未
v
弊
ニ
不
二
無
言
一
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(
大
正
四
二
・
三
O
下
)
(
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
末
)

第
二
に
、
文
殊
師
利
は
不
二
が
「
無
言
」
で
あ
る
と
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
す
る
。

-

-

A

A

F

号

ス

ト

ノ

ヲ

毛

シ

ヲ

ク

ニ

二
者
文
殊
雌
ν
明
ニ
不
二
無
言
-
而
猶
雷
同
於
ニ
不
二
4

(
大
正
四
二
・
三
O
下
)
(
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
末
)

第
三
に
、
維
摩
詰
は
不
二
が
無
言
の
こ
と
で
あ
る
と
弁
ず
る
が
、
言
葉
に
よ
っ
て
弁
ず
る
の
で
は
な
く
、
「
無
一
言
」
に
よ
っ
て
弁

ず
る
。

ユ

ハ

ハ

タ

テ

ノ

ヲ

モ

ヲ

タ

ニ

三
者
浮
名
韓
併
ニ
不
二
鉱
山
言
一
而
無
言
於
=
不
二
」

『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
末
は
『
維
摩
経
』
の
「

.7

小
二
の
三
階
」
に
準
じ
て
「
八
不
の
三
階
」
を
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。

(
大
正
四
二
・
三
O
下
)
(
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
末
)



ニ

ニ

リ

モ

タ

十

リ

ニ

パ

リ

テ

ヲ

ス

ヲ

不
二
既
有
ニ
三
階
斗
八
不
亦
爾
。
初
恨
ν
言
明
二
八
不
イ

カ

シ

ハ

+

リ

ト

モ

ヲ

タ

ニ

明
ニ
八
不
無
岳
民
而
無
言
於
ニ
八
不
-
也
。

J
A

ぜ

ハ

十

リ

ト

品

ハ

セ

ド

モ

山

ナ

リ

ト

モ

シ

ヲ

タ

ユ

ニ

ハ

未
ν
排
二
八
不
無
言
一
二
者
明
二
八
不
無
一
言
一
而
猶
言
於
-
八
不
イ
三

(
大
正
四
二
・
三

O
F
)
(
『
中
観
論
疏
』
巻
二
・
末
)

こ
の
点
に
お
い
て
も

『
維
摩
経
』
の
「
入
不
二
法
門
」

は
不
生
不
滅
等
の
八
不
と
同
じ
思
想
で
あ
り
、

共
に
言
語
表
現
を
超
え
た

「
無
言
」

と
い
う
甚
深
の
仏
法
を
説
き
明
か
し
て
い
る
、

と
古
蔵
は
論
じ
る
。

第
三
章

般
若
と
絶
観
の
般
若

三諭~i~における仏法の兵実Jをについて

絶
観
の
般
若
と
は

古
蔵
は
般
若
の
本
質
的
な
意
義
を
「
絶
観
の
般
若
」
に
あ
る
と
み
て
い
る
。
絶
観
と
は
観
知
日
を
断
ち
切
る
こ
と
を
い
い
、
絶
観
の

般
若
は
修
行
者
が
画
期
的
な
境
地
に
到
達
し
た
時
に
感
じ
る
特
別
の
感
動
を
含
ん
で
い
る
。

レ

ト

ノ

ナ

リ

ニ

ク

ハ

ン

ヤ

ノ

ニ

知H
慧

是

知

照

之

名

。

宣

能

稀

ニ

絶

腕

般

若

斗

(

大

正

凹

五

・

五

O
上
)
(
『
大
乗
玄
論
』
巻
問
)

こ
の
絶
観
の
般
者
は
、
「
波
若
(
般
若
)
の
体
」
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
般
荘
の
体
は
縁
・
観
を
絶
す
る
と
い
う
。
「
縁
」
と
は

所
縁
の
こ
と
で
智
惑
が
照
ら
し
出
す
境
を
意
味
し
て
お
り
、
諸
法
実
相
を
指
し
て
い
る
。
一
方
、
「
観
」
と
は
観
智
と
も
い
い
、
事

象
や
理
性
を
明
瞭
に
観
る
智
慧
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
般
若
の
体
は
、
諸
法
実
相
と
い
う
所
縁
を
絶
す
る
と
共
に
、
所
縁
を

見
極
め
る
観
知
H

を
も
超
越
し
て
い
る
。
ま
た
、
般
若
の
体
は
言
語
表
現
を
超
越
し
て
い
る
が
、
知
目
慧
は
な
お
言
語
表
現
の
な
か
に
あ

る
。
士
H

蔵
は
「
智
慧
」
が
修
行
の
領
域
に
憎
ま
つ
で
い
る
の
に
対
し
て
、
「
般
若
の
体
」
は
「
覚
」
や
「
証
」
の
境
地
を
示
す
も
の
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と
捉

波え
若/て
髄ハい
絶スる

紋ト
観亨

ケ

ニ

ニ

智
慧
名
ニ
主
於
腕
一

波
若
髄
絶
-
-
知
H

愚」

ハ

ケ

ニ

ト

ニ

知
目
慧
名
ニ
主
知
照
ベ

ノ

ハ

ス

ヲ

波
若
僅
絶
-
-
名
字
一

ハ

チ

ヲ

ル

ニ

知H
慧
則
猶
渉
=
名
昔
日
4



(
大
正
四
五
・
五

O
中
)
(
『
大
乗
玄
論
』
巻
四
)

菩
薩
は
修
行
の
あ
る
段
階
で
般
若
の
体
を
得
て
、

煩
悩
と
菩
提
と
は
相
即
し
て
お
り
、

「
食
欲
は
本
来
寂
滅
に
し
て
自
性
清
浄
で

あ
る
」

と
覚
知
す
る
。

こ
の
と
き
、
実
相
の
「
境
」
と
般
若
の
「
観
」
は
不
二
で
あ
る
と
正
し
く
理
解
す
る
。

ニ

ク

ハ

チ

レ

ナ

リ

モ

タ

ナ

リ

キ

ノ

ノ

ニ

ノ

ノ

ア

リ

ハ

チ

レ

ト

ハ

経
(
『
諸
法
無
行
経
』
巻
上
)
云
。
食
欲
則
是
道
。
患
・
療
亦
復
然
。
如
ν
日
疋
三
法
中
。
無
量
諸
悌
道
。
食
欲
則
自
疋
道
者
。
然

ニ

シ

テ

+

リ

チ

レ

ナ

リ

タ

J

ス
ル
ヲ
チ
ク
ト
ニ
予
ン
ヤ
ノ
ノ
ル
ヨ
ト

J
e
-

ニ

ト

ハ

ナ
q

食
欲
本
来
寂
滅
白
性
清
浮
。
即
日
疋
賞
相
。
如
v
斯
了
情
便
名
ニ
波
若
斗
宣
有
三
賓
相
之
境
異
ニ
波
若
観
-
耶
。
故
境
知
回
不
二
。

(
大
正
四
五
・
五
六
上
)
(
『
大
乗
玄
論
』
巻
四
)

三論家における仏法の真実義について

「
絶
観
」
は
心
の
転
回
を
伴
い
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
「
雑
染
」
と
「
清
浄
」
の
境
目
が
消
滅
す
る
と
吉
蔵
は
教
え
て
い
る
の
で

あ
る
一
。

「
絶
観
」
と
い
う
思
想
の
系
譜
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絶
観
の
般
若
は
仏
・
如
来
の
境
地
に
近
づ
い
た
と
き
に
感
じ
る
感
動
を
合
ん
で
い
る
。

絶
観

(
能
繰
の
観
智
を
断
つ
こ
と
)
と
は

あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
用
語
で
あ
る
が
、

と
組
み
合
わ
さ
れ
て
、

吉
蔵
の
著
作
に
は
数
ヶ
所

「
絶
縁
」

(
所
縁
の
実
相
を
断
つ
こ
と
)

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば

れ
る
。

ガ

ノ

ル

ハ

ニ

シ

テ

ナ

リ

タ

タ

ノ

ハ

ヲ

ス

我
所
ν
得
知
日
慧
微
妙
最
第
一
。
又
云
是
法
不
ν
可
ν
一.小。

・
ナ
リ
ノ
ノ
ナ
ル
グ
ル
ワ
デ
コ
ト
ユ
タ
ト

絶
観
絶
縁
。
一
切
名
言
所
v

不
ν
能
v
及
故
名
=
絶
言
寸

『
法
華
義
疏
』

を
た
た
え
る
中
に

寸
絶
観
・
絶
縁
」

と
い
う
用
語
が
見
ら

巻
三
の

「
加
来
の
知
日
L

ノ

ハ

ナ

リ

ニ

ノ

ハ

ズ

ニ

ズ

ニ

ズ

ニ

ズ

ニ

レ

ヲ

ν

亨

雷
同
僻
相
寂
滅
。
故
如
来
之
智
非
ν
有
非
v
無
不
乙
ニ
不
ν
一一離
ν
人
雌
ν
法

(
大
正
三
四
・
四
八
八
下
)

(
『
法
華
義
疏
』
巻
一
ニ
)

ま
不た

予ザ逗
不摩
二ノ J経
法二義
一。疏
以テ』
ZEJ巻
おおキーー

無
名
相
を
説
く
一
節
で
「
絶
観
絶
縁
」
を
説
い
て
い
る
。

ニ

レ

チ
J

A

-

-

ズ

ニ

ズ

ニ

ズ

-

-

・

・

・

・

ナ

リ

ゾ

ナ

ラ

ン

ヤ

・
二
一
故
。
斯
即
非
ν
語
非
ν
歎
。
不
ν
俗
不
ν
真
。
絶
観
絶
縁
。
何
二
・
不
二
。

(
大
正
三
八
・
九
一
一
中
)
(
『
維
摩
経
義
疏
』
巻
一
)



そ
こ
で
絶
観
と
い
う
思
想
の
系
譜
を
た
ど
る
た
め
に
、
経
典
の
中
に
「
絶
観
・
絶
縁
」
と
類
似
の
用
語
を
求
め
る
と
、
『
維
摩
経
』

巻
上
に
「
無
縁
観
菩
薩
」
と
い
う
菩
薩
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
釈
尊
の
説
法
の
座
に
集
ま
っ
た
三
万
二
千
の
菩
薩
の
う
ち
、

主
な
菩
薩
名
を
列
記
す
る
二
十
五
番
目
の
菩
薩
の
名
前
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。

:
・
明
網
菩
磁
。
無
縁
観
菩
薩
。
慈
積
菩
薩
。
・

(
大
正
一
四
・
五
三
七
中
)
(
『
維
摩
経
』
巻
上
)

吉
蔵
は
『
維
摩
経
義
疏
』
巻
一
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
菩
薩
名
の
す
べ
て
に
つ
い
て
短
い
註
釈
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
「
無
縁
観

三諭すjにおける仏訟の真実縫いついて

並
口
薩
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
釈
さ
れ
て
い
る
。

ト

ハ

ル

ヲ

品

ピ

ニ

シ

ユ

ス

無
縁
槻
帯
薩
者
。
観
ニ
寅
相
-
時
。
内
外
並
区
ハ
。
縁
・
観
倶
寂
也
。

「
無
縁
観
」
の
「
縁
」
と
は
所
織
の
実
相
で
あ
り
、
「
観
」
と
は
能
縁
の
観
知
日
で
あ
っ
て
、
「
無
縁
観
」
と
は
実
相
と
観
智
と
を
滅

却
し
た
極
め
て
深
い
境
地
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
菩
薩
名
が
吉
蔵
の
「
絶
観
・
絶
縁
L

と
い
う
思
想
形
成
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が

F
同

u
n
y
 

(
大
正
三
八
・
九
二
二
下
)
(
『
維
摩
経
義
疏
』
巻
こ

う
か
が
え
る
。

ま
た
、
『
仁
王
経
』
巻
上
の
讃
仏
備
の
中
に
「
空
態
紋
然
無
縁
観
」
と
い
う
一
旬
が
み
ら
れ
る
。

テ

ル

パ

ヲ

ト

ノ

ナ

リ

空

慧

寂

然

無

縁

観

還

観

二

心

空

司

無

量

報

。

(

大

正

八

・

八

二

七

下

)

(

『

仁

王

経

』

巻

k
)

吉
蔵
は
『
仁
王
般
若
経
疏
』
巻
中
・
三
に
お
い
て
、
讃
仏
備
の
一
句
一
句
に
註
釈
を
加
え
て
い
る
が
、
「
空
慧
寂
然
無
縁
観
」
に

つ
い
て
、
「
空
慧
」
の
境
地
は
所
縁
も
観
智
も
な
く
な
っ
た
寂
然
と
し
た
心
の
状
態
を
あ
ら
わ
す
と
示
し
て
い
る
(
大
正
三
三
・
三
三

四
上
九
こ
の
一
旬
も
「
絶
観
・
絶
縁
」
と
い
う
思
想
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
育
蔵
は
『
中
観
論
疏
』
巻
三
・
末
に
「
境
と
智
と
を
絶
す
」
の
教
証
を
五
つ
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
の

二
つ
を
考
察
し
て
み
た
い
。
そ
の
一
つ
は
『
六
十
華
厳
経
』
の
「
如
来
性
起
品
」
に
み
ら
れ
る
偽
で
あ
っ
て
、
如
来
の
境
地
が
清

浄
・
寂
滅
で
あ
り
、
言
説
を
絶
し
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
吉
蔵
は
「
絶
観
L

の
内
容
を
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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(
大
正
九
・
六
一
五
上
)
(
『
六
十
華
厳
経
』
巻
三
四
)

二
つ
め
は
『
大
智
度
論
』
巻
四
十
三
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

ニ

ハ

ノ

ニ

タ

ハ

レ

毛

レ

ナ

リ

レ

ル

ヲ

ノ

ヲ

ケ

テ

ス

ト

二
知
日
度
論
鰐
集
散
品
云
。
縁
是
一
一
港
。
観
是
一
遁
。
離
二
日
疋
二
遁
-
名
為
ユ
中
道
-
也
。

(
大
正
四
二
・
五

O
下
)
(
『
中
観
論
疏
』
巻
三
・
末
)

三論宗における仏訟の真実義について

引
用
文
は
『
大
智
度
論
』
「
釈
集
散
品
」
か
ら
の
取
意
で
あ
る
。
『
大
智
度
論
』
の
こ
の
章
は
空
性
や
般
若
波
羅
蜜
に
つ
い
て
さ
ま

ざ
ま
に
説
き
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ハ

レ

ハ

レ

レ

テ

ノ

ヲ

ズ

ヲ

ヲ

ス

ト

悌
是
一
一
港
。
菩
提
是
一
一
港
。
離
=
是
二
遁
-
行
=
中
道
寸
是
為
=
般
若
波
羅
蛍
斗
(
大
正
二
五
・
三
七

O
中
)
(
『
大
智
度
論
』
巻
四
三
)

吉
蔵
は
「
縁
日
疋
一
一
港
。
観
是
一
一
遁
。
離
是
二
遁
名
為
中
道
」
を
「
絶
観
」
の
内
容
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

吉
蔵
が
論
じ
る
「
絶
観
の
般
若
」
と
山
う
思
想
の
系
譜
を
た
ど
っ
て
み
た
。
そ
の
淵
源
は
『
維
摩
経
』
『
仁
王
経
』
『
六
十
華
厳

経
』
に
あ
る
こ
と
を
、
吉
蔵
自
身
が
明
か
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
大
智
度
論
』
の
「
縁
是
一
一
漫
。
観
是
一
一
遁
。
離
日
疋
二
漫
名
為
中
道
」

が
、
よ
り
直
接
的
な
教
証
で
あ
る
こ
と
も
吉
蔵
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
思
想
が
少
し
ず
つ
表
現
を
変
え
な
が
ら
や
が
て

「
絶
観
の
般
若
」
と
い
う
表
現
と
し
て
成
熟
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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む

す

ぴ

『
中
論
』
に
お
い
て
八
不
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
「
畢
党
空
」
は
、
諸
法
の
真
実
の
姿
を
あ
ら
わ
し
、
「
無
所
有
」
は
修
行
者
が
目

一
方
、
三
論
宗
で
は
仏
法
の
真
理
は
す
べ
て
「
八
不
」
に
合
ま
れ
て
い
て
、
八
不
か
ら
仏
法
の
あ

指
す
べ
き
境
地
を
示
し
て
い
る
。



ら
ゆ
る
教
義
が
生
ま
れ
と
説
き
、
「
八
不
は
衆
教
の
宗
帰
に
し
て
、
群
盟
の
阪
本
な
り
」
と
説
い
て
い
る
。

さ
ら
に
吉
蔵
は
「
絶
鋭
の
般
若
」
を
説
く
が
、
こ
れ
は
実
相
と
観
智
を
超
越
し
た
境
地
を
指
し
て
お
り
、
甚
深
の
境
涯
に
到
達
し

た
歓
喜
を
合
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
仏
法
の
真
理
と
直
結
し
て
お
り
、
仏
陀
の
智
慧
と
深
く
繋
が
っ
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

非
二
非
不
二
の
正
観
、
入
不
二
法
門
、
絶
観
の
般
若

三諸宗における仏法の真実義について
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